
難
＼

べ

蛤
醐

一叢

一
我
邦
の
地
物

論
ず

.

不
労
利
得
税
を
論
ず

・

基
督
教
山久
明
の
獲
展
概
論

肚
會
哲
學
肛
搬
主
意
的
二
元
論
的
思
想

・

経
済
道
と
経
済
術

小
作
制
と
小
作
法

輪
調

法
學
博
12
「

.

注
學
博
士

法

學

士

法

翠

玉

法
學
博
士

…翫

　苑

ジ

.
ン
・
ロ
.
ク

の
私

有

椹

論

・

功

利

主

義

と

生

産

政

.策

・

雑

録

古
川
古
松
軒

の
著
述

に
就

て

・

『
北
ハ
産
宣

言
』
の
英
課
太
・に

つ
い
て

附
録

・

本
誌
第
十
四
巻

総
目
録

、

一

β

一㌧

に

バ
》
月

究

メ

一員

財

部

静

治

恒

藤

恭

作

田

荘

一

河

田

嗣

郎

渋
墨
博
士

憩

戸

正

雄

脛
濟
畢
士

岩

城

忠

一

経
済
學
士

堀

纏

夫

経
済
學
士

黒

正

巖

注
學
博
士

河

上

肇

㌦L



臨

苑

Ψ

ヨ

γ
・
回
ッ
〃
、の
私
有

襯

論

(
ご

葺冗

苑

・
ロ
ッ
ク
の
私

有
権

論
.

.

第
+
四
巻

盆

…六
親
.
一
一
四
)

『
.〇
三
六

、

(
一
)

,

ジ

ョ

ン

岩

城

忠

一

翻

露

劃

講

簾

聞
す
ろ
謹

、ジ
.
.
.。
ジ
"
一

.
ッ
"
の
著
.民
政
論
。
篇
.の
性
質
}
本
　

第

三
節

日
ツ
〃
の
私
有
椹
論
に
關
す

み
二
三
の
問
題
.

}
次
號
掲
載

第

一
節

緒

論

私
有
樒
是
認
の
基
礎
に
閲
す
る
種
々
な
る
學
説
の
う
ち
に
、
所
謂
勢
勧
説
な
る
も

の
Σ
存
す
る
こ
ピ
は
周
く
入

.

の
知

る
所
で
あ
る
が
、
元
來
、

『
財
産
叉
は
所
得
は
動
勢
煩
勢
犠
牲
の
報
償

`
し
て
の
み
正
賞
に
取
得
牧
受
せ
ら

る
べ
き
で
み
る
」
ε
い
ふ
の
は
、
普
通
人
の
抱

い
て
居
る
感
情
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

「
決

し
て
個
々
の
學
者
を
俟

っ
て
初
め
て
授
け
ら
れ
た
も
の
』
で
は
な

い
。
否
、

か
Σ
る
感
情
は
必
ず
し
も
丈
明
人
特
有
な
も
の
で
厭
な
く
、

の

叉
必
す

し
も
人
類
に
の
み
特
有
の
感
情
で
も
な
く
て
、
そ
は
、
野
螢
入
禽
獣
の
間

に
す
ら
獲
見
し
得

る
も
の
で
あ
る

さ
れ
ば

ホ
プ

ハ
ウ

ス
び
言

ふ
が
如
く
に
、
勢
勧
説
は
私
有
榴
の
基
礎
に
關
す

る

一
般
普
通

の
學
説
で
あ
る
`
い
ふ

こ
ε
は
決
し
て
理
由

の
な

い
こ
ご
で
は
な

い
ご
考

へ
ら
れ
る
。

然
る
に
勢
働
説
は
最

も
普
通
に
行
は
る
、
私
有
権
學
脱
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
學
者

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
叉
最

エ)

2)

3)

小 泉 信 三 教 授 祀:會 組 織 の 経 済 理 論 的 批 評 九 四 頁

RilchieNat.ralRights.3ed.19」6.P.268.

Hobhouse,TheHistoricalevolutionofproperty,infactandinidea.(Pro】p-

erty,itsdutiesandrights・1913.p・26)

.



も
卓

越
せ

る
畢
説

で
も
あ

る
。

ケ
ア

ソ
ズ
は
夢
助

を
以

て
、
私
有
財
産
制

度

の
基

礎

の
凡

て
の
も

の

、
う
ち

で
、
最

も
鞏
固

に
し
て
且
最

も
重

の

異
な

る
も

の
な
b

ε
官

ひ
、

ベ
ロ
ル
ツ

ハ
イ

マ
ー
は

私
有
橿

を
勢
働

の
基
礎

の
上

に
是
認

せ
ん

ε
す

る
畢
説

は
、

私

有
橿

の
最

良

の
基
礎

づ
け
な

る
が
如

く
考

へ
ら
れ

る

ご

な

し
、
文
勢
勧
説

を
以

て
正
統
派
経
済
學

の
最

も
卓

の

出
せ

る
所
有
権
學

説

で
あ

る
ε
説
く
。

幅
田
博
士

も

嘗

て
、

ロ
ッ
ク
の
私
有
財
産

制
度
論
を
究

明
せ
ら

れ
た

る
論

文
を
次

の
言
葉
を

以
て
結

ば

れ
て
居

る
。

曰
く
、

『
第

二
十

二
世
紀

の
學
者

私
有
財
産

學
説
を

列
暴
す

る
更

ら

に

二
十

三
十

に
し
て

、
而

し
て
猶

シ
ユ
モ
ラ
ー
の
如

く

中

に
就

て
比
較

的
最
も
眞

に
近

き
も

の
を
物

色
し
來

っ
て
、

之
を
労
働
學

説

に
締
す

る
も

の
な
し

ご
断
言

し
得

ぱ

即
ち
可
な

b
。

予

は
其
勇
氣

ε
自

信

`
を
有

せ
ざ

る
を
公
言

せ
ざ

る
能

は
ざ

る
を
憾

む
も
の
な
b
』

ε
。

今

か

」
る
學
説

の
代
表

者

ε
し
て
從

來
擧

げ
ら
れ

た

る
學
者

は
、
頗

る
多
撒

で
あ

る
。
例

へ
ば
、

ジ

ヨ
ソ
、

ロ

ッ

ク

、

チ

エ

ー

ル
、

パ

ス

チ

ア

、

ア

ダ

ム
・
ス

…

ス
、

リ

カ

ア

ド

、

7

ー

ゴ

!

・
グ

ロ

チ

ウ

ス
、

ス

タ

ー

ル
、

プ

ア

ウ

ヒ

ヤ

ー

、

ガ

ル

二

二

ー

〃
、

ア

ー

・
オ

ツ

ト

!

、

ヂ

〃

コ

ツ

7

、

ジ

オ

ル

ダ

ノ

・
プ

.ル

オ

ー

、

ヅ

ガ

ル

ド

・
ス

テ

ワ

〃

ド

、
.
ラ

イ

ド

、

グ

ロ

ツ

ス
、

マ
イ

ス

タ

ー

、

シ

ユ

ロ

エ

ツ

タ

ー

等

が

即

ち

そ

れ

で

あ

る

が

、

中

に

就

き

最

も

異

論

な

く

何

人

に

よ

り

て

も

勢

勧

説

の

代

表

者

な

り

ε
認

め

ら

れ

て

居

る
學

者

は

ジ

ヨ

ソ

・

ロ

ッ

ク

で

あ

つ

で

、

勢

働

醗

の
代

表

者

ε

し

て

、

唯

一
人

の

學

者

が

擧

げ

ら

る

』
場

合

に

は

㌦

そ

の

唯

一
人

の

學

者

は

殆

ん

ざ

常

に

ロ

ッ

ク

で

あ

り

、

(駐

一
)
叉

二

人

若

く

は

そ

れ

以

上

の

學

者

が

擧

げ

ら

る

』
場

合

に

は

、

そ

の

ヶ

ち

の

一
人

は
.殆

ん

ご

常

に

ロ

ッ

ク

で

あ

る

▼

《
駐
二
)

ε

い

ふ

有

様

で

め

ム

。
、

眈

踞

ウ
ヨ
ソ
・
ロ
脚
タ
リ
私
有

襯
蝕

〔
ご

・

第

+
四
巻

(鯖
六
號

=

五

》

一
〇

E
七

4)
5)
6}

Caime5.PoliticalEconomyandLand.〔FortnightlyReviewVolVII.1870・p42)

Berolzbeimer,Systelltd.1くecht望u.WirしschaRsphilosophic.BDIV・ 【907・S-57
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.

設
者

に

し
て
且
最

も
有

力
猛

る
代
表
者

だ
る
の
.光
榮

を
有

す
る
、

い
所

存

で
あ

る
。

ジ

ゴ

ソ

●

ロ
ッ
ク
の
私

有
椹

論
を
明

か
に
し

π

}

著

ソ
…

ク
ニ
拡
距

f

)
は
言
ふ
迄
も
な
奏

國
の
産
め
る
偉
大
な
る
哲
學
者
の

天

珍

品
が
、
.彼

に

は

著

書

頗

る

多

く

.

そ

の

生

存

中

及

び

死

後

に

刊

行

さ

れ

だ

る

も

の

三

十

種

を

越

え

て

居

る

。

フ

レ

ー

ザ

ー

は

う

じ

　

　

　

ラ

大

英

百

科

全

書

第

†

⊥
ハ
巷

『
ロ

ッ

ク
」
の

項

に

於

て

こ

れ

を

1

肚

會

経

済

11

基

督

激

皿

敷

有

配

哲

學

V

雑

の

五

に

分

く

く

く

く

く

類

し

て

居

る

が

、

今

そ

の

第

　
類

に
厨

す

る

も

の

エ

み

を

年

代

順

に

あ

ぐ

れ

ば

次

の

如

し

。
.

(
「)

国
旨

§

p
号

目
9
臼
雪

[ダ

一$
燈
.
(
N)
↓
彗

月
「o
p
ユ
田田

。h
Ω
く肖

Ω
。〈
霞
目
ヨ
Φ
再
■
H8
p

〔い
)
〉
つ・
。
8
昌
F

常
〔8
「
8
ヨ

①∋
一轟

↓
得

δ
団

団8

.
【8

9

(
と

oワ
。
ヨ
①

∩
8

u・=
Φ
聾

す
鵠

8

誓
①

∩
G
口
器
』
⊆窪

∩9
0
〔
零

話

ユ
品

持7
Φ
ズ
㌶
o
。
二

三
o
「①。・β

a

国
四
剛堅
隔

子
。

<
巴
⊆o
o
「
冨
。
話

零

「8

一.
3
)
鋭
目
げ
一義

r
魯

。=

。
「
目
色
興
m
ま

口
■
ふ
O
p
.
(9

。∩
ざ

再
O
げ
の
①
箋
注

。
目
。
口
四
喝
ユ
三
巴

雷

鳴
霜

雪

け己
a

■.

.、国
。
菖

ロ
8
岳

σq
陣品

島
①
9

・
ぎ
瞬
。
「
ら。
穿
費

目
。
器
コ

。
両
目

円
巳

四
民

翼

①
「
§

器
量

コ
丑

;

。
「ρ
..
目8
い
.

(N
)

司
厨

訂
「

∩
9
い置
「・
「巴

。
話

8
コ
8
「コ
ぎ
σq
寄

軍
属

9
⑦
〈
巴
呂

①
「
ヨ
8

紹

a
8

(・。
)
〉

閨
。
【葺
ゴ
富

け邸

ひ
「
↓
幕

「巴

。
戸

Hδ
9

以

上

人

種

の

う

ち

、

今

私

の

問

題

に

關

係

の

あ

る

の

は

⑭

の

『
民

政

論

二

篇

』
で

あ

る

。

私

は

之

に

記

述

さ

れ

て

居

る

彼

の

私

有

椹

學

読

を

述

ぶ

る

に
先

立

ち

、

「
慮

こ

の

「
民

政

論

二

篇

』
そ

の

も

の

》
性

質

に

っ

き

、

一
言

を

費

し

て

置

き

た

い

ビ

思

ふ

。
.

ロ

ッ

ク
自

ら

が

『
私

が

物

心

つ
く

や

否

や

私

は

嵐

の

中

に

立

っ

て

居

る

こ

ど

を

獲

見

し

た

。

而

し

て

こ

の

嵐

は

其

後

も

す

つ

`

緩

い

た

の

で

あ

る
」

ご

言

へ
る

が

如

く

、

實

に

被

の

生

涯

は

英

国

に

於

け

る

鴛

生

々
義

封

民

主

力

義

の

岡

孚

ε

終

始

し

て

居

た

。

一
六

四

二

年

八

月

・

ッ

ク
満

十

歳

に
達

せ

る

塒

、

嘗

て

久

し

く

結

ん

で

解

け

ざ

り

説

苑

ウ
ヨ
シ
・
ロ
ヅ

〃
の
私
有
樒
論

【
.})

錆
十
四
巻

(第
六
號

一
一
七
)

」
σ
三
九

為

■



、

P

説

苑

ジ
ョ
ン
.ロ
ッ
〃
の
私
有
欄
識
(
一
)

第
十
四
巻

(第
六
　號

一
一
入
)
↓
〇
四
〇

L
君
主

々
義

封
茂
圭

々
義

の
圖
争

は
遂

に
最

後

の
決
算

期

に
達

し
て
所
謂
「
満
激

徒
革
命
」
の
勃

獲
を
見

る
に
到

っ

た
が
、

こ
の
革
命

の
結
果

は
時

の
國

土

チ
ャ
ー

ル
ズ

一
世
を
断

頭
塁

上

の
露

ご
消

え
し

め
、

オ
ヲ

バ
ー
.

ク

ロ
.ム

ウ

エ
川
の
武

断
的

専
制
政

治
を
開

始
せ

し
め
た
。

こ
れ

に
て
君
主

々
義

封
民
主

々
義

の
圏
争

は

一
先
づ
落
着

せ
る

が
如

く
で
あ

っ
た

が
、

ク
ロ

ム
ウ

ェ
ル
死

し

う

7
ウ

ア
ト
王
朝

の
王
政
復

古

し
て
反

動
的
暴

力
も

一
通

り
鎮
静

に

昂

せ

る
後

に
於
て

は
、
再

び
法
律
封
特
権
、
.議
會

謝

國
王
、
民
主

々
義

封
君
主

々
義

の
孚

が
政

治
問
題

ε
し
て
現

は
れ
た
。
テ
ヤ
ー

ル
ス

一.世

の
子

チ
ヤ
ー

〃
ス
二
世
死

す

る
や
、
.卜

ー
リ

ー
ご
ホ
イ
グ
埴
の
間

に
王
位
織
承

の
争

が

起

つ
陀
が
、
結
局
前
者

の
勝

利

に
締

し
、
そ
の
奉
戴

す

る
ジ

ェ
ー

ム
ズ
二
世
ー

チ
ヤ
ー

ル
ス
二
世

の
第

一

が
王

位
に
即

い
セ
・
そ
れ
は

エ
ハ
八
五
年
の
こ
`
で
め
る
。

路

上

ス
二
世
は
父
兄
同
様

の
王
権
牌
授
説
魯
奏
者
に

し
て
且
頑
固
な
る
宙
激
徒

で
あ

っ
た
。
彼
は
即
位
の
初

め
よ
り
極
力
欝
激
徒
の
勢
力
恢
復
、
王
罹
の
擶
張

に
鋭
意
し

遂
に
「
審
査
律
』
を
蹂
躪
す

る
に
到

っ
た
。
こ
の
国
法
の
蹂
躪
は
民
主
々
義
者
就
中

ホ
イ
グ
窯
の
反
抗
心
を
極
度
に

煽
り
し
の
み
な
ら
す
、
多
年
国
王
に
謝
し
て
忍
従
主
義
を
探
b
た
る
國
激
派
も
.蓄
教
徒
の
勢
力
恢
復
を
恐
れ
て
、

国
王
に
野
す

る
反
抗
運
動

に
参
加
す
る
に
及

ぶ
や
、
輿
論
は
大
禮

に
於
て
国
王
反
射
に

一
致
し
紀
。
か
く
な
b
し

ょ
は
ジ
†
.
・
・
二
世
も
最
早
施
す
に
策
も
な
一
、

二
八
八
八
年
オ
レ
ソ
ヂ
公
ウ
ィ
リ
ア
・
が
英
国
民
の
招
警

よ
り
、
兵
を
牽
み
て
英
国
に
上
陸
す
る
や
、
国
王
は
た
～
ち
に
佛
國
に
遁
走
し
、
議
會
は
議
會

の
名
に
於
て
オ

レ

ン
ヂ
公
夫
妻
を
王
位
に
即
け
、
同
時
に
王
権
の
制
限
を
明
白
な
ら
し
め
把
。
王
位
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世

よ
リ

オ
レ

ン
ヂ
公
夫
妻

に
移
れ
る
そ
の
過
程

に
於

て
、
は
た
又
そ
の
過
程
を
有
数

な
ら

し
め
陀
る
立
法
に
於
て
、
議
會

の
王

位
に
封
ず

る
勝
利
、
良
主
々
畿

の
君
主
々
義
に
封
ず

る
勝
利
は
、
長
き
闘
争
を
経
た
る
後
音
や
完
全
に
明
白

こ
な

噛



つ
た

。

即

ち

二

八
八

八

年

の
所

謂

『
名

轡

革

命

」
は

英

図

に

於

け

る

民

主

々

義

勝

利

の

凱

歌

で

あ

っ

た

。

而

し

て

我

が

ジ
.
ヨ

ン
・
ロ

ッ

ク

の

『
民

政

論

二

篇

」
は

、

こ

の

「
名

巷

革

命

』
の

主

動

力

花

り

し

ホ

イ

グ

窯

の

政

見

装

表

書

で

あ

り

、

且

「
名

轡

革

命

」
の

理

論

的

辯

護

で

あ

っ
た

。

(註
四
)

(融
四
)

グ
ナ
ル
グ

・イ

エ
ー
ガ
ー
ば
曰
く
、

.、[
9
パ
o
.叩
じ
o
写
ユ
ロ
一再

望
o
ぽ

「
三
∩ゲ
匿

巴
印
①
ヨ
o
団
醗
9

話
凶σ
口
昌
09

ロ
①
「
O
「
目
島

蹄
器

紆
「

冨
「ド
ヨ
①
三
讐
冒
9

窪

く
q
敬
誘
=
昌
αq
噂
岳
⑳

冒

匹
。
「
N
。
胃

缶
q

"
。
旨

≒
m
ρぎ

`
巳

α
Φ
「
閑
。
〈
。
ぎ

剛。
・
銘

。
5

N。
軽

α
「冨
器

用
。ψ
二
四
蚕

〔
げ
①
三
。
9
莞

肖

器

画
角

臼
g

∩
丁浮

冨

5
7
ギ

け

多
才
費
『
置
三
誘
9

0
暑
い℃
同日

弔

ロ

ッ

ク

の

『
民

政

論

二

篇

』
が

『
名

轡

革

命

」
辯

護

の

た

め

に
著

は

さ

れ

た

る

も

の

な

る

こ

`

は

.

こ

の

書

の

目

的

に

聞

し

て

ロ

ッ

ク
自

身

が

述

べ

た

る

所

よ

b

し

て

明

か

で

あ

る

。

即

ち

彼

は

自

ら

「
艮

政

論

二

篇

」
の

巻

頭

に

記

し

て

日

一

、

『
(
こ
の
書
に
〉
、我

々
の
偉

大
な

る

「o
切けo
層
理

我
が
現
圃
王

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
王
位
々
確
立
す
る
た
め
に
、

凡
て
の
合
法
的
政
府
の
基
礎

れ
る
園
長

の

同
意
の
上
に
国
王

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
基
礎
々
置
寺
、
国
王

ウ
ィ
リ
ア
ム
が
基

督
教
國

の
如

何
な

る
王
侯
よ
り
も
.
いり
十
分

に
、
二
り
明

か
に
そ
の
王
位

々
荷
下
る
こ
ご
為
辯
護

マ
ろ
こ
ミ
、
(及
び
他
方
)
正
當
駁
る
自
然
的
椛
利

に
鋤
す
み
英
画
人

の
愛

に
、
そ
の
横
利
な
擁
護
せ
ん
ミ
す

み
決
心

ぞ」結

び

つ
琶
て
、
隷
幽

ミ
滅
亡

・あ

深
淵
F
臨
め
る
時

に
あ
た
り
、
よ
く
國
家
々
激

つ
た
の
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
英
国
八
姫
世
界

に
宣
揚
し
て
辯
護
ず
る
こ

の

こ
(が
そ
の
目
的
で
あ
ろ
。
)』

か

』
る
目
的

の
下

に
、
『
名
轡

革
命
』
の
後

二
年
即

ち

一
大
九

〇
年

二
月
匿
名
を
以

て
出
版

さ
れ
た

る

「
民

政
論

二
篇
」

は
、

二
珊
よ
力
成

る
。
第

一
冊

に
於

て
は

『
プ
ー
・

ロ
バ
ー
ト
・

フ
ヰ

〃
マ
ー
及

び
薫
の
後
継

者

の
誤

れ

る
原
理
及

び
基
礎

を
摘
出

し
こ
れ
を
論

破
」

せ

ん
嘘
試

み

て
居

る
が
、

フ
ヰ

ル

マ
ー
の
所
説
井

に

こ
れ

に
封
ず

る

瞬

発

ジ
ョ
ン
・
ロ
ツ
〃
の
私
有
欄
論
(
一
)

第
+
四
巻

(蘭
六
號

】
一九
)
一
〇
四

一

7)G.Jager,Locke,eivekTitisc卜eUnter5ロchungderIdeendesLiberalisums

unddesUrsprungsnatio1⊃albkonomischefAnschauungsfcmlen.(Archivfur

GeschichtederPhilosophie.BDXIII.S.533)

8)Works.VolV・1812・P・209・.・

,



/

説

苑

ジ
ョ
ン
・
ロ
ン
グ
の
私
有
灌
論
(
【
)

第
十
四
巻

(第
六
號

一
二
Q
)

一
〇
四
二

廿
ツ
ク
の
駁
論
は

、
吾
人

當
面

の
目
的

に
さ
し
起

る
關

係

こ
れ

な
き
が
故

に
、
暫

く
こ
れ
を
省
略

に
附
す

る
。
第

二
冊

賎

ロ
ッ
ノ
自
身

の
歌
治
學

説
を
明

か
に
せ

る
も

の
で
あ

る
が
角

そ

は
十

九
章

よ
り
成

b
、
節

を
設

く
る

こ
ξ

二
百
四
十
三

、
縷

々
敷
萬

官
論

じ
來
り
説

き
去

る
所

實

に
堂

々
の
構

へ
.で
あ
る
。

或
は
自

然
状
態

を
論

じ
自
然
法

を
説

き
、
或

は
計
　會
契
約
を
主
張

し
革
命

の
権

利
を

叫
び
、
或

は
叉
政
府

の
根
元

目
的
範

園
形
式
清
減
等

を
論
じ

て
居

る
。
私

は
今
此

庭

に

ロ
ッ
ク
の
政
治
學
説

の
大

要
を
説

く

の
逗
を
持

た
な

い
が
,
唯

一
言
彼

の
根

本
思

想
を

述

べ
催
く
め
要
あ

り

ご
考

へ
る
。
私

の
考

に
よ
れ
ば

、

ロ
ッ
ク
の
政
治

哲
學

に
は

こ
れ
を
貫
流
す

る
二
大
思

想
が

あ

る
、

一
は
個
人

の
自
由

で
あ

っ
て
、
他

は
所

有
権

の
絶

劃
で
あ

る
。

ロ
ッ
.ク
が
『
も
し
統

治
者

〔
立
法
者

亦
黙

り
)

　

む

ほ

む

　

り

に
し
て
、
被
治
者
の
自
由
及
び
勝
有
権
に
有
害
な
る
計
書
を
め
ぐ
ら
せ
、
且
こ
れ
を
實
行
ず
る
が
如
き
愚
劣
若
く

は
悪
意
を
敢
て
す

り
に
於
て
は
、
こ
の
計
譜

よ
り
し
て
被
治
者
を
救
ふ

べ
き
優
越
力
は
肚
會
が
常
に
こ
れ
を
保
留

の

し

て

居

る

」

ε

説

く

聴

、

吾

人

は

・

ツ

ク

に

於

て

、

個

人

の

自

由

及

び

所

有

権

に

劃

す

る

侵

害

は

寸

牽

も

假

倍

す

ま

じ

ざ

魚

棚

を

感

得

す

る

の

で

あ

る

。

(誌

五

}.

(註

五

)

ペ

ロ
ル
ツ

ハ
イ

マ
F
が

ロ
ソ

〃

の
政
治

哲

購

妙
評

し

て

f

一N
話

剛
≦

。
㎝①
富

昌
αqρ

象
。

o
ゴ
四
雪
ぎ
①
岳

ユ
。・
多

寡
「
.凸
ω

の
コ
醤

跨

①

O
oコ
ζ

昌

昌

創

ン
呂

6訂

`
量

器
≠
①
団結

等

角

匹
鶴

～.臼
匹

与

『
計

い

一己

三

9

p巨

。。
目
語

○㊥
鼠
跨

陥団乱

≧

乱
.
9
Φ
言

匙
Φ
「
①
品

諫

言

=
O
㊦
し。
㊦前歯
Φ
ぴ
二
品

目
碧

訂

三
〇
昂
コ
〉
鐸
u・時

⊆鮮

血9

F
乱

o
コ
扇

げ
9

噂
牙

∋

ぎ

冨

Φ
乙

6
言
雪

目・
口
山
雪
o
コ

時

ロ
簿

9

恥
卑

『

n
瓢

㎝
9

g

刃
⑦
∩
プ
寧

d
a

瞼
昼
馨
り・
で三
一。
8
冨

一①

匹
Φ
コ

リ「
8
目
も
巴

餌
島

山
δ

雪

げ
Φ
質
o
量

①

の

.

嵩
9
諾

鼻
助
言
二
品

飾
Φ
ユ

昌
9
く
置
⊆
巴

雪

同
量

『
①
胃
…

島
島
⑦
即
①
省
卑

ユ
2
昌
四
α
Φ
o
冒
島
乱
店
F
①ロ
Φ
口
固
碍
①
ロ
容
ヨ
㎝...
-
ε
言

へ
る
、
肯
綮
に
中

れ
噂

ε
言
ふ
べ
寺
で
あ

る
o

」
個

人

の

自

由

ぜ

所

有

権

の

絶

対

、

こ

の

二

つ

は

順

ッ

ク

の
政

治

哲

學

驚

系

を

貫

く

大

精

神

で

あ

り

、

そ

は

叉

實

9)Locke,TwoTi・ealises'orCivilGovernment.BooML老'147.Mor1.ey,.9.Unl.一

versaledition.'p,26g.(以 下 特 に 注 意 ぜ ざ る 限 り この 版 本 に よ ろ)

10)Berolzheimer,Systemder12.echt騨ndWtrt曲af帖phi1りwphie,BIT.S:[59.



'

に

一
七

七
六
年

の
「
濁
立
宣

言
』
及
び

　
七
八
九

年

の
,
『
人

権
宣

言
」

の
根
底

に
輝

く
大
精

神

で
も
あ

σ
た
鐸

で
あ

る
が
内
然
ら

ば

ロ
ッ

ク
は

こ
の
所
有
権

の
縄
掛

を
如

何
な

る
論

探

に
立

っ
て
辯
護

せ

ん
ε
す

る
の
で
あ

る
か
。

ロ

ッ
ク
は

こ
の
問
題

の
だ

め
に
、
特
に
『
民
政
論

二
篇
」
第

二
冊
第

五
章
を
提
供

し
た
。

(註
六
)
私

ほ
以
下
節

を
改

め

て
そ
の
議
論

の
要
領

を
述

ぶ

る
で
あ
ら
う
。

助

'

(註
文

)

或

る
學
者

例

へ
ば

ラ
ヴ

レ
ー

の
如

き

ーエ

、

・

ツ
〃
の
私

有
僅

論

が

、
「
民
政

論

二
篇

」
第

二
珊

第

四
章

に
掲

げ
ら

れ

た

う
が
如

く
述

べ
て
贋

う

ろ
が

、
私

の
見

た

三
種

の
英
語

版
本

(↑

一
入

一
二
年

ロ

ン
ド

ン

に

於

て

出
版

さ
れ

た

る

ロ
ツ

〃
全
集

第

五
碁

所

敢

コ

一
入
八

七
年

ロ

y
ド

y
に

く

タ

於

て
出

版

さ
れ

表

ろ

7
[〇
二
〇℃
.。・
ロ
コ
プ
、Φ
話
巴

目」
σ
「四
身

中

の

一
冊
…第

二
版

三

∩
鵠
㎝①
置
.の
回
国
訊
o
目
巴

戸
ま
「p
豊

中

の

一
班

)
で

に
第

五
章

で
あ

ろ

く

ラ

加
之
、
叢

の
響

　

の
望

章
な
・
籍

摘
・
て
居
・
が
・
・
望

サ

・
プ

れ
ば
』

七
七
奉

ア
ム
ス
ーア
ル
ダ
冷

於
査

あ

第
五
版

・
巖

亘

た
・
葉

・身

・…

・廊
g
g

三
ぞ

・
…

藷

慕

私
有
纏
論
に
な
つ
忌

ろ
や
　
で
あ
る
・

エ
ソ
シ
や
垣

同
選

ぜ

こ

ぞ、
な
指
摘

し

て
居

る
。

卑

し

ブ
イ

ス
ト
に

よ
れ
ば

、

一
七

一
八
年

に
蛮
行

さ

れ
た

み
劉
逸

課

に
於

て
も

そ

の
第
四

章

が
私

有
椛

論

に
な

っ
て
居

ろ

や
う

で

あ

ろ
。

陣第
二
階即

ロ
ッ

ク
の
私
有

槽
{論
…の
要

領

『
民
政
論

二
篇
」
第

二
冊
第
五

章
の
初

め
に
於

て
、

ロ
ッ
ク
は
問
題

を
提
供

し
て
思

へ
ら

く
、
『
人

一
度
生

る
れ
ば

自

己
を
保
存

し
、
從

っ
て
飲

み
且
食

ひ
、
而

し
て
叉

自
然

が
人

類

の
自
己
保
存

の
た

め
に
提
供
す

る
物

に
謝
す

る

権

利
を
有
す

る
』

ご

い
ふ
こ
ご
は

「
自

然
の
道
理
』

で
め

る
。

而
し
て
更

に

『
紳

は
こ
の
世

を

ア
ダ

ム
ざ

ノ
ア
及

の

び
其

の
子
孫

の
た

め
に
作

っ
た

。」

こ
れ
等

の
こ
ご
を
考

へ
合

は

せ
ば

『
神

が
地

を
人

の
子

に
與
.
へ
た

、
人
類

に

の

共

同

に

與

へ
た

」

こ

ε

は

極

め

て

明

か

で

あ

る

。

就

苑

ウ
ヨ
ノ
・
ロ
ッ
ク
の
私
有
擁
胎

(
こ

●

第
十
四
巻

〔第
六
號

一
二

[
》

「
〇
四

三

111
12)
13)
14)
1,
2>

La・.・eleye,U・.eigentLlm.S.5π8 .

Rossbach,Peじiodenderlミechtsphllosophie,1842.S .201

Escher,H乱ndbuChd.praktischcnpolitik,BDI.1863.S.310.

Leist,UI〕erdieNaturdesEi;entums.1859.S.217.

CivilGovernment.11,chv.覆25.p,203.
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ρ

、

離
晒

苑

ジ

ョ
ン
・
ロ
ッ

ク

の
私

有
樒

論

(
一
V

第

十
四

巻

(第
六

號

一
二
二

)

[
〇
四

四

の

然

る
に

こ
れ

ε
異
り

、
『
誰

か
ゴ
何
物

か
に
就

き
所

有
椹
を
有
す

る
に
到

っ
た

の
は
ご
う
し

て
ゴ
あ

る
か
」
を
説

明
す

る
の
は

、
極

め
て
困
難

な
事
柄

に
屡
す

る
q
然

し
な
が
ら

此
威

に
敢

て
、

「
人

は
神

.ρ
人

類

に
共

同

に
與

へ

π

い
ろ

い
ろ
な
物

に
、
凡
て

の
共
同
者

ざ
の
明
白

な

る
契
約
を

何
等

な
す
所

な
く
し
て
、
所

有
椎

を
有
す

る
に
到

の

?
陀

の
は
こ
う

し
て

ゴ
あ

る
か
を
説
明
す

る
に
努

め

る
で
あ
ら

う
。』

ロ
ッ
ク
は
こ

の
章

に
於

て
右

の
問
題

に
答

へ
ん
ε
す

る

の
で
あ

る
。

,

こ
の
問
題

に
答

へ
ん
ε
す

る
に
あ

た
b
、

ロ
ッ
ク
は
先

づ
、
萬
物
凡

て
利
用

の
た

め
に
存
在

す

る
も
の
な

る
を

説
く
。

『
こ
の
世

を
人
類

に
共

同

に
與

へ
だ
和

は
、

叉

こ
の
世

を
生
存
及

び
便
宜

の
た
め
最

も
利
益

に
な

る
や
う

に
利
用
す

る
た

め
の
理
性

を
人
類

に
與

へ
た
。
地

`

そ
の
中

に
在

る
凡

て
の
物

ご
は

.
人
間

を
し
て

そ
の
生
存

を

の

維
持
し
、
且
幸
輻
な
ら
し
む
る
が
た
め
に
與

へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
故
に
、
『
地
が
自
然
に
産
す
る
異
質
及
び

地
の
飼
育
せ
る
獣
類
]
は
、
凡
て

『
自
然
の
自
ら
な
る
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
且
凡
て
の
人
は
本
家
そ
の
何
物
に

の

就

い
て
も
爾
鹸
の
人
類
を
排
除
し
て
私
有
灌
を
有
す
る
こ
ご
な
き
が
故

に
、」
『
凡
て
の
人
類
に
共
同

に
屡
し
て
居

を
一
己
は
言
ふ
も
の
」
、
こ
れ
等
の
物
は
『
人
々
の
使
用
の
た
め
に
與

へ
ら
れ
内
物
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
等

が
特
定

人
に
ξ
つ
て
何
等
か
の
用
に
供
せ
ら
れ
、
或
は
些
少
な
り
こ
も
有
益

な
挿
を
得
る
の
前
に
於
て
、
先
づ
以
て
何
ε

ノ

リ

か
し
て
そ
れ
等
を
領
有
す

る
の
方
法
が
必
然
的
に
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
濾
,」

そ
こ
で
こ
の
共
有
物
を
私
有
化
す
る
根
擦
ご
し
て
、

ロ
ッ
ク
は
勢
働
を
擧
げ
て
來
た
。
人
澗
の
勢
働

こ
そ
は
所

有
の
資
格
を
與

へ
る
も
の
で
め
る
ε
考

へ
陀
。
そ
の
理
他
な
し
。
入
間

が
自
己
の
勢
働
成
果
を
私
有
す
る
ε
い
ふ

こ
ε
は
、
入
間
が
自
由

で
あ
る
こ
ε
の
、
人
間

が
自
己
の
人
格

の
所
有
者
で
あ
る
こ
ざ
の
、
必
然
的
蹄
結
で
め
る

5)屍25・p・205、

6)7)8}9)10) 暑26・P・zoo・



か

ら

で

あ

る

。

而

し

て

人

間

が

自

由

で

あ

る

こ

ご

は

、

人

間

が

自

己

の

人

格

の
所

有

者

で

あ

る

こ

ご

は

、

ロ

ッ

ク

に

`

つ

て

は

、

自

明

の

原

理

で

あ

る

が

故

に

、

從

っ

て

又

人

間

が

自

己

の

勢

働

成

果

を

私

有

す

る

に

は

疑

ふ

ぺ
か

ら

ざ

る

道

理

が

あ

る

、

ご

い

ふ

鐸

で

あ

る

。

即

ち

ロ

ッ

ク

曰

く

『
地

ぞ、
あ
ら
ゆ
う
下
位

の
生
物

ミ
ー1
凡
て
の
人

に
共
有
な
り

ご
ユ
言

へ
、
而
も
、
凡
て
の
人
11
彼
自
身

の
コ
人
格
」
に
「
所
有
襯
」
な
有
す
る
。
彼

の
身
農

の
「
勢
働

」
、
彼

の
両
手

の
「
仕
事
」
に
本
来
彼

の
も
の
で

め
ろ
言
言

ひ
う

る
。
さ
れ
ば
自
然
が
用
意
し
、

且
そ
の
中

に
遺

L
て
置

い
た
そ
の
状
態

か
ら
彼

が
移

ぜ
ろ
物
に
、
凡
て
、
彼
が
そ
の
労
働

心
こ
れ
に
混

和
し
、
彼
白
身

に
羅

ぜ
ろ
或
物
心
こ
れ

に
加

へ
、

而
し
て
こ
れ

秘
彼
の
所
有
物
た
ら
し
め
ろ
の

で
あ

る
。
そ
の
物
に
、
彼
に
よ
り

、
自
然
が
こ
れ
な
置
け

ろ
共
同
の
状
態
よ
り
移
さ
れ
て
、
そ

の
物
11

、
こ
の
労
働

に
よ
り
、

そ
の
物
に
添
付
さ
れ
た

る
我
物
な
有
し
、
そ
の
或
物
が
他

人
の
共
同
欄

な
排
除

ず
る
の
で
あ
ろ
。

-
、の
「
労
働
」
11
勢
働
者
の
所
有
物
な
る
こ
ピ
疑

ひ
な
き
が
故
.に
、

こ
の
労
働

が

】
度
ぴ
加

へ
ら
れ
し
物

に
射
し
て
に
、
彼

(こ
の
勢
働
た
加

へ
し
者
)
以
外

に
灌
利

如
有
す

ろ
者
に
な

い
。
少
く

ε
も
、

他

人
に
射
し
共
同

に
圃+
分
残

塒

さ
れ

て
あ
る
所
に
於
て
に
黙
り
で
あ
る
。
』
『労
働
こ
そ
匡
、
私
有
物
ご
共
有
物
こ
の
匿
別
な
立

て
る
も

の
で
あ
ろ
。

勢
働
11
、
か
の
萬
物
の
母
た
る
自切

然
の
な
ぜ
ろ
所
の
も
の
以
上
に
、

こ
れ
等

の
物

に
射
し
て
何
物
か
心
加

へ
、
か
く
て
そ
れ
等
の
も
の
に
彼

の
私
有
擢
ド
胤
す
る
に
到

っ
た
の
で
あ
ろ
』

)

)

ヨ

モ

エ

ユ

か
く
て
『
樫

の
木

の
T
で
樫

の
實

を
拾

ひ
」
『
森

の
樹

に
林

檎

を
取

り
」
こ
れ
を
食

っ
た
も

の
は
、
確

か
に
そ
れ
を

自

己
の
物

ざ
し
た

の
で
あ

る
。

『
然
ち
ぱ
、

こ
れ
等

の
物
は

い
つ
彼

の
も

の
ε
な

っ
た

の

か
」

-し
言

ふ
に
、
そ
れ

が
腹

の
中

で

こ
な

れ
だ
時

で
も

な
け
れ
ば
食

っ
た
時

で
も
な

い
。
煮

た
時
で
も
な

け
れ
ば

家

に
持
ち
蹄

っ
だ
時

で

も
な
く

て
、
實

に
、
そ
れ
を
拾

ひ
あ
げ

る
こ

ε
に
よ

っ
て
、

そ
れ

に
、
彼

に
属
す

る
何
物

か
を
加

へ
た
時

に
彼

の

瑚

も
.の
ε
な

っ
た
の
で
あ

る
。

瑚

.「泉

に
流

ろ
㌧
水

は
萬
人
の
有
な
り

こ
言

へ
、
し
か
も
水
差

に

「
度
盛
ら
れ
し
水
は
、
こ
れ
々
汲

み
取
れ

ろ
者

に
の
み
屈
側す
る
』

要

之

、

「
自

然

の

物

は

共

同

に
與

へ
ら

れ

た

り

ε

は

言

へ
、

人

は

彼

自

身

の

主

人

で

あ

り

、

彼

の

人

格

、

彼

の

説

苑

ジ
ョ
ン
・
買
ッ
ク
の
私
有
擢
舗

(
こ

第
十
四
巻

(第
六
號

=

一
三
)

「
〇
四
五

11)

12)

1助

15)

16)

老27.P.

を28.

14}

毯29.

老29.
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、津

説

苑

ジ
ョ
ン
邑

ッ
ク
の
私
有
樒
論

(
ご

第
十
四
巻

(第
六
號

=

一四
)

一
Q
四
六

恥

行
爲
、
彼

の
勢
働

の
所

有
者

で
あ
る
か
ら
、
彼

自
身

の
う

ち
に
所

有
椹

の
人

な
る
基
礎

を
有
す

る
』
鐸

で
め

る
。

而
し
て

ロ
ッ

ク
.が
か
く
盲
ふ
特
、
彼
は
勢
働

の
程
度

を
問
題

ε
し

て
居

な

か

っ
た
。
從

っ
て
、
同

一
物

に
僅

少

の

労
働

を

加

へ
た
場

合

ε
、
多
大

の
勢
働

を
加

へ
た
場
合

ご
に
於

て
、
そ

の
物

に
封
ず

る
所

有
椹

に
差
異

の
生
す

べ

き
ゃ
否
や
は

不
明
で
あ

る
Q

次

に
問
題

ε
な
る
は
、
人
間

が
自
己

の
勢
働
成

果

を
私

有
す

る

に
は
他
人

の
同
意
を
必
要

ε
す

る
や
否

や
、

ご

い
ふ

こ
ε
で

あ
る
。

人
間

が
自
己

の
勢
働
成

果

に
謝

し

て
私
有

椹
を
主

張
す

る
の
は
先

づ
一具

い
こ
し
て
も
、

こ
の

労
働

を

加
.へ
ら

る

べ
き
物

は
抑
も
紳
が

人
類

に
共

同

に
與

へ
た

の
で
あ

る
ε

い
ふ
の
か
か
ら
、,
人
間

が
自

己

の
勢

働

成
果
を
私
有
す

る
に
就

い
て
は
、
凡

て
の
共
有
橿

者

の
承
諾

を
要
す

べ
き
も

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

こ
の
承
諾

を
経
す

し
て
私
有
す

る
の
は

こ
れ
盗

奪

で
は
あ

る
ま

い
か
、
ε

い
ふ
こ
己
こ
れ
が
疑
問

で
あ

る
。

ロ
ッ
ク
は

こ
の

疑

問

に
勤

し
て
、
か

、
る
承
諾

は
必
要

で
な

い
ε
答

へ
る
。

『
若

し

か
く

の
如

き
承
諾

に
し

て
必
要
な
み

し

ご
せ

ん
か
、
帥
が
人

に
恵

む
所

多

き
に
係
ら
す
入

は
餓
死

し

疋
で
あ
ら
う
。』

か
く

て
は
、
神

が
人

に
恵
む
本
意

に
も

明
白

に
反
す

る
も

の
で
あ

る
。

叉

「
}
人
が
、
萬
人

に
共

同
に
與

へ
ら

れ
陀
る
成
物

に
劃

す

る
所
有

を
得

る

に
就

い
て
、

一
々
全
部

の
共

同
者

の
明
白
な

る
同

意

を
要

す

る
も
の

ξ
せ
ば
、
子
供
若

く
は
召
使
こ
も

は
、
そ
の
交
叉

は
そ
の
主

人
が

、
彼
等

の
た

め
に
共
同

に
用
意

し
て

く
れ

セ
食
物

に
は
、
各
人

が
そ
の
特

別

の
割
宛
を

き
め
ら
れ

ね
ば
爛

れ
ら

れ
な
い
ざ

い
ふ
こ
ε
に
な

る
で
あ
ら
う
」

が
さ
う

い
ふ
こ
`
は
有
り
得

な

い
。

か
く

て

「
我

が
馬
の

食

み
し
草

、
我

が
召
使

の
刈

り
取
り
し
芝
草

、
叉
私

が
他

人
ε
共

有
権

を
有
す

る
厨

に
於

て
掘

り
出

せ
る
粗

金
は

鋤

何
人
の
同
意
叉
は
承
諾
を
も
要
せ
す
し
て
私
の
所
有
に
蹄
す
る
の
で
あ
る
。
』

、

17)
18)
19)
21))

X44.P・213.を
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故

に
、

ロ
ッ
ク

に
從

へ
ば

、
人
間

が
自

己

の
勢
働
成

果
を

私
有
す

る
の
は
自
然

法

に
よ
る
自

明
の
事
柄

で
め

っ

て
、
毫

も
他

人
の
同
意
に

は
か

Σ
つ
て
居

な

い
。

「
理

性

法
は
鹿
を
ば

、
そ
れ
を
殺

せ

る
印
度

人
の
も

の
ε
す

る

か
一

て
、
以
前

は
萬

人
の
共
有

で
は

あ

っ
た
が
、

そ
れ

の
上
に
彼

の
勢
働
を

加

へ
だ
時

は
、
彼

の
も

の

ε
す

る
こ

⑳

'

ε
を
許

さ
れ

る
。
」

こ
の
こ
這

は
、

ひ

ε
り
非

文
明
な

る
原
始

時
代

に
於

て
熬

り
し
の
み
な
ら
す

、
叉
實

に
か
の

「
筋
有
樺

を
決
定

す

べ
き

實

定
法
を
制
定
増

加
す

べ
き

こ
ご
に
努

力

せ

る
、
人
類

の
う
ち

に
て
も
衣

明
な

る
部
類

に
勘
定

せ
ら

る

べ

き
人

々
の
間

に
在

っ
て
も
、
以
前
共

有
な
b
し
も

の
に
就

き
、所

有
権
獲
生

の
た

め
の
こ
の
本
源
的
自
然

法
は
猶

ほ

吻

行

は
れ
る
」

の
で
.、
か
の
雄

大

に
し

て
、
今

な
ほ
人
類

の
共
有

に
残
存

せ
る
大
洋

に
於

て
捕
獲

せ
る
魚

類
或

は
鯨

糞

(〉
日
げ
①
お
房

)は
、

そ
れ
を
捕
獲

す

る
に
就

き
骨

を
折

っ
把

も
の
に
所
属

し
た
。

而
し

て
現

に
今

日
我

々
の
問

職

に
於

て
す

ら
、
野
兎

は
こ
れ
を
狩

で
捕
獲

し
た
も

の

に
贋

す

る

ご
考

へ
ら

れ
て
居

る
の
で

あ
る
。

以
上
の
如

く
、

・
ツ
ク
は
局
勢
働

は
所
有

擢

の
唯

一
の
基
礎

で
あ
り
、
・又

人
間

が
自
己

の
勢
働
成
果

を
私
有
す

る
に
は
萬

人

の
明
白
な

る
同
意

を
必

要

ε
し

な

い
、
.ε
主

張
す

る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
こ

ε
た

る
、
は

た
し

て
所

有
権

の
凡
て

の
物
艦

に
就

て
盲

ひ
得

る
こ
ε
で
あ
ら

う

か
。

か
く
官

ふ
意
は
値
な

し
。

か

の
土

地

は
、
他

の

}
般

の
所
有
権

の
物
盤

ご
は

い
さ
さ
か
そ

の
事
情

を
異

に
し

て
居

る
が
故

に
、
多

数

の
論
者

は
特

に
土
地

所
有
権

の
問

題
を
重
要
覗

し
て
居

る
次
第

で
あ

る
が
、

こ
の
土
地

に
就

い
て
も
右
の
事
は
主

張
し
得

る

か
ご
う

か
ε
吉

ふ

こ
ε

で
あ

る
。
思

ふ
に

ロ
ソ
ク
ご
難

も
土

地
問
題
を
重
要
観

す

る
黙

に
於

て
は
、

後
世

の
幾
多
論
者

の
人
後

に
蕗

つ
る

者

で
は
決

し
て
無

い
の
で
、
彼

は
.
『
所
有
椹

の
主

た

る
物
騰

は

、
地

の
県
費

や
地
卜
「に
生
存
す

る
獣

類

に
非
す

し

誠
.
苑

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
〃
の
私
有
灌
論
〔
一)

苗印
十
四
血管
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占ハ
號

[
一一五
)
一
〇
四
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「

「

就

苑

ジ
ョ

ン
・
ロ
ッ

〃
の
私

有
推

論

(
一
)

第

十
四

巻

(第

六
號

一
二
六
)

「
〇
四

八

20

て
、
爾
鯨

の
凡
て
を
そ

の
中

に
戯

し
、
そ
れ

ε
共

に
運

ぶ

か
の
土
地

そ

の
も
の
で
あ

る
」

ご
明

か

に
主

張

し
て
居

る

ヒ

而
も
な
ほ
こ
の
重
大
な
る
土
地
所
有
擢
も
、
そ
の
取
得
方
注
に
就
い
て
は
、
他

の

一
般
所
有
禮

ご
何
等
異
る
所
な

し
ξ
主
張
す
る
。
即
ち

ロ
ッ
ク
日
く

『
土
地
所
有
権
も
亦
土
地
の
果
實
や
地
上
に
棲
息
す
る
獣
類
に
劃
す

る
所
有

物

椹
ご
同
様

に
し
て
取
得
せ
ら
る
》
こ
ε
明
か
で
あ
る
」

ご
。

謂
ふ
少
し
く

ロ
ッ
ク
の
議
論

に
聴
か
ん
。

彼
曰
く

『
恰
も

一
人
が
耕
し
植
え
改
良
し
培
養
し
且
そ
の
成
果
を
使
用
し
得
る
限
b
に
於
て
、
土
地
は
彼

の
厨
有
物
で
あ
る

彼
は
そ
の
勢
働

に
よ
り
い
は
ゴ
園
ひ
を
作

っ
て
共
有
地

`
匪
別
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
有
ゆ
る
他
の
者
も
同
等

の
権

利
を
有
す
る
。
從

っ
て
有
ゆ
る
共
同
所
有
者
即
ち
全
人
敷

の
承
諾
が
な
け
れ
ば
、
彼

が
こ
れ
を
領
有
し
園
続

す
る
こ
ご
不
可
能
で
あ
る
ざ
の
吉
も
亦
彼
の
権
利
を
傷

け
な
い
。
帥
が
こ
の
世
を
全
人
類
に
共

同
に
興

ふ
る
や
文

人
に
射
し
て
勢
働
を
命
じ
π
。
而
し
て
人
間

の
境
涯
の
窮
困
な
る
、
人
を
し
て
労
働
せ
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
め
た
。

紳
ざ
人
間
の
理
性
は
人
間

に
命
ず
る
に
、
地
を
征
服
す
る
こ
ε
、
地
を
人
生
に
役
立

つ
や
う
に
開
拓
し
、
彼
自
身

」に
属
す
る
成
物
、即
ち
労
働
V
を
其
の
上
に
使
ふ
こ
ε
を
命
じ
た
。
神
の
こ
の
命
令
に
從

っ
て
、
人
は
土
地
の

「
定

部
分
を
開
拓

し
耕
作
し
播
種
し
、
か
く
て
他
人
は
そ
れ
に
勤
し
て
何
等
の
椹
利
を
も
宿
せ
す
、
且
損
害

を
與

へ
す

し
て
は
、
彼

よ
り
奪
ひ
蓬
る
能
は
ざ
る
彼

の
所
有
物

(即
ち
勢
働
)を
こ
れ
に
添
付
し
た
」
。

か
く
て
そ
の
土
地
は

.

彼
の
私
有
物
ε
な

つ
π
の
で
あ
る
。
天
日
く

『
神
は
こ
の
世
を
人
間

に
共
同
に
與

へ
た
。
然
し
神
は
そ
れ
を
人
間

の
利
益
ε
、
彼
等
が
こ
れ
よ
り
抽
出
し
う
る
生
活

の
最
大
便
宜

の
爲

に
與

へ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
土
地
が
常

に
共

同
且
無
耕
作
に
残

っ
て
居

る
の
.炉
神
の
本
意

で
め
る
ご
は
想
像
し
難

い
。
神
は
勤
勉
且
理
智
あ
る
人
の
盆

に
な
る

助

や
う

に
與

へ
た
。

而
し

て
勢
働

は

そ
れ

に
封

ず

る
彼

の
資

格
で

あ
る
』

ε
。

.
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翔
上
述

ぶ
る
が
如

く

ロ
ッ
ク
は

、
所
有
権

の
基
礎

を
、

そ
の
物
膿
が
土
地

セ

ろ
ε
土
地

以
外
の
物

π
る
ε

に
論

な
く
、
勢
働

の
上

に
置

い
た
。
而

し
て
か
く

の
如

く

勢
働

が
所

有
権

の
基
礎

`
な
り
得

る
所

以
、
人
間

が
自

己

の

勢
働
成
果
を
私
有

し
得

る
所

以

の
も

の
は
、
人
間

が
自
由

で
あ

る

こ
ε
、
即

ち
入
間

が
彼

自
身

の
主
人

で
あ
り
、

彼

の
人
格
彼

の
行
爲
彼

の
労
働

の
所
有
者

な
る
に
基

く

の
で
あ

る
。

こ

、
に
勢
働

が
所
有

権

の
唯

一
の
基
礎

で
あ

.

る
こ

ε

の
理
由

が
明

か
に
さ
れ

て
居
る
鐸

で
あ

る
。
然

る

に

ロ
ッ

ク
は
な

ほ
も
、

こ
の
、
労
働

が
所

有
権

の
唯

一

の
基
礎

な
り

て
ふ
主

張

の
保
讒

人

の
格

を
以

て
、
彼

の
勢

働
債
値
論
を
拉

し
來

つ
た
。
即

ち
彼

は
第

四
十
節

に
於

て

『
文
勢
働

に
も

ご
つ
く
所
有

椹
が
、
土
地
共
有

の

バ
ラ
ン
ス
を
覆

し
得

る

で
あ
ら
う

ε

い
ふ
事

は
妙

に
思

は
れ

る
で
め

ら
う

け
れ
.ε
も
、

そ
の
實

よ
く
考

へ
て
見

れ
ば

そ
れ
程

不
思
議

で
は

な

い
。

何
故

ご

い
ふ
に
、
有
ゆ

る
物

の
上

に
債
値

の
相
違

を
置

く
も

の

は
實

に
勢
働

で
あ

る
か

ら
で
あ

る
」

ε
盲

ふ
を
冒

頭
に
四
節

に
亘
り

て
彼

の
螢

倒

置
値

論
を
説

い
て
居

る
。
よ

っ
て
少

し
く
彼

の
所

説
を
窺

ふ
に
太
凡
そ
次

の
如

く
で
あ

る
。

ロ
ッ
ク
曰
く

『有
ゆ
る
物
の
止
に
偵
健
の
相
違
な
趾
く
も
の
に
實
に
労
働
で
あ
ろ
。
試
み
に
、
煙
草
叉
に
砂
糖
な
植
ゑ
つ
け
、
或
ば
小
変
叉
ば
大
変
の
種
か
播
い
て

め
ろ
[
エ
ー
カ
ー
の
土
地
ご
、
耕
作
も
ゼ
す
共
有
ε
し
て
放
置
し
て
あ
る
同
じ
廣
さ
の
土
地
芝
の
間
に
、
如
何
な
る
差
異
あ
り
ゃ
為
考
へ
て
見
よ
。
然

ら
ば
労
働
に
よ
う
咬
翼
が
、
価
値
の
極
め
て
大
な
ろ
部
分
々
形
成
す
る
事
た
知
る
で
あ
ら
う
。
人
間
の
生
活
に
取
っ
て
有
用
¶な
土
地
の
産
物
の
+
分
の

九
は
既
倒
の
成
果
な
り
こ
言
っ
て
も
、
そ
れ
に
極
め
て
内
端
に
見
積
つ
た
計
算
に
過
ぎ
な
い
ご
考
へ
ら
れ
る
。
.否
、
も
し
我
々
が
吾
人
の
使
用
ず
る
物

な
正
確
に
評
慣
し
、
且
こ
れ
に
要
し
た
る
若
【干
の
畳
用
の
う
ち
、
全
貌
"自
然
ド
帰
す
.へ
.き
も
の
こ
労
働
に
締
す
べ
き
も
の
ミ
為
計
算
す
る
な
ら
ば
、
大

助

部
分
の
も
の
に
於
て
そ
の
百
分
の
九
十
九
に
、
凡
て
勢
働
に
締
す
う
も
の
な
る
な
獲
見
す
る
で
あ
ら
う
Q』
『こ
の
貼
々
も
少
し
明
か
に
す
う
た
め
に
普

蓮
の
生
活
資
料
の
或
物
に
跳
者
、
是
等
の
物
が
吾
人
の
用
に
供
ゼ
ら
う
る
前
に
順
次
縄
泄
し
來
り
た
る
別
な
遡
り
、
而
し
て
彼
等
が
そ
の
価
値
の
如
何

物

に
多
く
な
人
間
の
動
勢
エ
リ
長
け
て
居
る
か
な
見
ろ
で
め
ら
う
。』

競

苑

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
〃
の
私
有
棚
論
二
)

第
+
四
趣

(第
六
號

一
二
七
)
一
〇
四
九

、
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、
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,

設

苑

ジ
ョ
ン
・
ロ
ツ
〃
の
私
有
一儲
論

(
「
)

値
測十
四
[巻

(
鹸
η占
ハ
興
脚

一
竺
八
)

[
(∪
五
〇

『
バ

ン
酒
及
び
布
は
日
用
品

に
し
て
且

つ
多
量

ド
存
マ
ろ
物
で
あ
ろ
。
然
し
そ
れ

に
も
係
ら
ず
も
し
労
働

が
、

こ
れ
等
の
凍
り
有
用
な

る
貨
物
な
供
齢

す
ろ
こ
ピ
が
な
け
れ
ば

、

樫
の
貰
水
及

び
葉
叉
は
獣
皮
11
吾
人
の
パ

ン
飲
み
も
の
及

び
着
物
で
あ
ろ
に
相
違
な
い
。何
故
ミ

い
ふ
に
、如

何
ド
パ

ン
が
極

り
實
.よ
7一

、
酒

が
水
よ
り
、
布
叉
11
絹

が
巣
獣
皮
叉
に
苔
よ
り
も
償
値
多
し

ざ
に
言

へ
、
そ
れ
に
全
然
労
働
及
び
勤
労

に
踊
す
べ
き
が
故
で
め
る
。

一

方
1工
無
援

の
自
然
(q
ロ
霧
巴
鴨
o
匙
Z
周
雪
[掃
》
が
吾
人
に
供
給
す

ろ
食
物
衣
服
で
あ

っ
て
み
"
ば

、

他
方
は
吾
人
の
苦
痛

電
動
勉
ε
が
吾

人
の
爲

に
準
備

ぜ
ろ
資
料
で
あ

る
。
而
し
て
そ
れ
等
が
偵
値
K
於
て
如
何
に
前
者

た
超
過
ぜ

る
か
た
計
算
.す
る
時

、
彼
1エ
・

吾
人
が
こ
の
世
界
に
於
て
享
受
す
る
物

の

慣
値
の
.ε
れ
だ
け
夥
し
奇
分
量
潜
勢
働

が
作

っ
て
居

る
か
な
知

る
で
あ
ら
う
o

而
し
て
原
料
を
生
産
す

ろ
土
地
は

、
殆
ん
。這
そ

の

一
部

乏
し
て
認
め
ら

れ
る
こ
ご
が
無

い
か
、

或

に
精

々
の
所
で
そ
の
極
め
て

一
少
部
分
ご
し
て
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な

い
。
そ
れ
で
我

々
の
間
に
於
て
さ

へ
、
全
然
牧
養
耕

耘
叉
は
栽
培

の
行
11
れ

る
事

の
な
い
土
地
に
無
用
地

(
'ぐ
鴉
けe

ε
爾

ぜ
ら
れ

る
が
、
梁
事
實
そ
れ

に
相
違
な

い
。

而
し
て
我

々
が
そ
の
利
益
々
騒
見
す

鋤

ろ
程
度

に
無
に
近

い
。
』
『
我
が
國

に
於

て
小
奏

二
十
プ
ツ

シ
エ
ル
々
生
す

ろ

一
工
i
カ
ー
の
土
地

芒
、
【同

一
の
耕
転
た
す
れ
ば
同

一
の
結
果
な
擧
げ
う

べ
き
、
亜
米
利
加

に
於
け

る
他
の

一
エ
ー
カ
ー

の
土
地
ご
ば
、

共

に
疑
ひ
も
な
く
同

↓
の
自
陣殊
鱒的
丙
在
的
償
値
た
有
す
る
。
而
も
人
類
が

一
方
よ
り
畏

く

ろ
利
益
が

一
ケ
年
五
バ
ウ

ン
ド
の
値
打
ち
が
あ

ろ
の
に
、

他
方
ば
恐
ら
く

[
ぺ

=
一
に
も
値
打
ち
し
な

い
で
あ
ら
う
。
そ
れ
で
、
も
し
或

ろ
印
度
人

が
後
者
よ
り
異
く
る
利
潤
が

こ
の
英
図

に
於
て
評
慣
ぜ
ら
れ
費
ら
れ

み
も
の

ぐ」
ぜ
ぱ
、
恐
ら
く
に
前
者

の
千
分
の

一
に
も
達
す
ま

い
。

は
た
し

て
然
ら

ば
、

土
地

に
謝
し
て
便
伍
の
最
大

部
分
ん
置
く
も
の
に
勢
働
で
あ
る
。
労
働
な
か
叫
ぜ
ば
土
地

に
殆
ん
ご
何
物
に
も
便
す
ま

い
。
有
ゆ
み
有
用
な

ゐ
土

地

の
産
物
の
最
大

部
分
な
労
働
に
貢
ふ
ミ
百
ふ
の
に
、
.か
の

一
エ
ー
カ
ー
の
小
妻
耕
作
地
の
産
物
た
る
粟
糠

パ

ン
が
-
同

一
の
地
味
面
積
で
に
あ
ろ
が

兜
蟹
に
締
し
て
居

る
土
地
の
所
産
よ
り
も
優
値
大
な
う
に
、

凡

て
こ
れ
労
働

の
結
果
な

る
が
故

で
あ
ろ
。
蓋
し
、
耕
耘
者

の
苦
痛
、
刈
り
ん
れ

や
叡

取

り

為
な

す

人

の
募

、

パ

ン
燵

の

汗

の
み
が

ひ
ぐ」
り
冒甘
人

の
パ

ン
の
て
り
ち

に
算
入

ド
一ら
れ

る
の
で

Pμ
な
く

て

、
.孕

暦

日

無
反

に
宜
ハ紬仙
の
蓮

且
ハ
(
そ
れ
障μ

極
め
て
多
数
で
、

且

こ
の
穀
物
が
播
種
ぜ
ら
れ
て
エ
リ
パ

ソ
.に
作
ら
れ

ろ
迄

に
必
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
11
凡
て
労
働
に
蹄
ぜ
し

あ
ら
る
、酒、
く

・

叉
労
働

の
結
果

こ
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
ざ
る
々
得
な

い
も
の
で
め
る
)

に
使
用
さ

ろ
べ
毎
年
な
馴
す
人
、
鐵

こ
石
`
な
採
掘
加
工
ゴ
ろ
人
、
木
材
々
伐

採
し
組
立

て
ろ
人
、

そ
れ
等
の
人

々
の
舞
働

ら
亦
こ
れ
に
算
入
ぜ
ざ
る
な
得

な
い
。
自
然

こ
土
地

ご
は
、
そ
れ
自
身
殆
ん
ご
債
値
な
き
原
料

々
供
給
す

み
に
ぞ㌧
父
ま
ろ
。

「
片
の
パ
ン
で
も
そ
れ
が
吾
人
の
役

に
立

つ
迄

に
、
こ
れ
に
就
竜
動
勢
が
給
し
使
用
ぜ
ろ
物
に
、
も
し
そ

の
跡
な
訪

η
れ
ば
一

の
奇

30)彦42・IT 2{1-272
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妙
な
ろ
カ
タ
ロ
グ
が
出
来

や
う
。

即
ち
鐵
木
車
樹
皮
材
木
石
煉
瓦
石
炭
布
染
料
歴
青
た
一
ろ
帆
柱
綱
及

び
製
作

の
或
部
分
に
射
し
・
拶
働
者
の
或
者
に

よ
り
て
使
用
さ
れ
た
る
我
物
層
嫌
ぜ
る
船
舶

に
使
は
れ
た

る
物
等
、

そ
れ
等
奄
凡
て
鋭

へ
あ
げ

ろ
事
に
不
可
能

ご
迄
に
言
に
に
搬
F
し
て
も
・
少
≦

」

鋤

も
長
く
な
り
す
.ぎ
て
仕
様
が
な
い
』

こ
れ
を
以
て
考

ふ
る
に
、

ロ
ッ
ク
が
そ
の
労
働
償
値
論
に
於
て
勢
働

ピ
害

ふ
は
、
或

る
財

の
生
産

に
費

さ
れ
π

る
直
接
の
勢
働

の
み
で
な
く
、
そ
の
生
産

に
必
要
な
機
械
器
具
等
に
費
や

さ
れ
湿
る
間
接
の
勢
働
を
も
、
そ
の
計

算
中
に
包
含
す

る
も
の
な
る
を
知
る
の
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
の
勢
働
便
値
論
は
大
膿
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
先

に
も

「
吉
せ
有
が
如
く
、

ロ
ッ
ク
は

こ
れ
を

以
て
、
労
働
が
所
有
権
の
唯

一
の
基
礎
な
り
て
ふ
主
張
の
保
護
人
た
ら

し
め
ん
ご
せ
る
が
如
く
で
あ
る
。
而
し
て

ロ

ッ
ク
の
所
説
を

一
見
せ
ぱ
、
彼
は
そ
の
勢
働
贋
値
論
を
、
特
に
土
地
所
有
灌
の
唯

一
基
礎
を
勢
働
に
求
め
ん
ε
す

る
主
張
の
保
護
人
た
ら
し
め
ん
ε
せ
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
な
ほ
も
彼
の
所
説
を
仔
細
に
黙
檄
す
る
時
、
そ
の
必

ず
し
も
特

に
土
地
所
有
権

ε
の
み
限
ら
ざ
お
を
知
る
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
、
勢
働

は
償
疽
の
源
な
り
て
ふ
主

張

ε
、
勢
働
は
所
有
椹
の
唯

一
の
基
礎
な
り
て
ふ
主
張

ε
の
間
に
、
如
何
な
る
叉
幾
何
程
の
論
理
的
相
聞
關
係
の

在

っ
て
存
す

る
や
、
換
言
せ
ば
、
勢
働
債
値
諭
は
勢
働
が
所
有
権
の
唯

一
の
基
凝
な
り
て
ふ
主
張
の
保
鐙
人
ε
し

て
、
は
た
し
て
有
敏
な
り
ゃ
、
叉
幾
何
程
有
力
な
り
や
は
、

ロ
ッ
ク
の
所

説
座
り
し
て
こ
れ
を
明
か
に
す
.る
に
困

難
を
威
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

な
ほ
、

ロ
ッ
ク
が
私
有
権
を
勢
働
の
下
に
是
認
せ
ん
ど
す

る
や
、
彼
は
決
し
て
こ
れ
を
無
制
限
に
行

っ
た
繹
で

は
な
く
て
、
彼

の
考
に
よ
れ
ば
、
人
間
が
自
己
の
勢
働
成
果
を
私
有
す
る
に
は
條
件
が
着

い
て
居
た
の
で
あ
る
。

こ
の
黙
に
關
す

る
彼
の
議
論
は
便
宜
上
こ
れ
を
次
の
節
に
譲

る
が
、
私
有
椹
の
基
礎
を
勢
働

に
求
む
る
限
り
に
於

説

苑

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
私
有
獲
論
(
一
.)

第
+
四
巻

(第
六
號

一
二
九
)
】
〇
五
[

31)老43.pp.2【2-213.



説

苑

シ
ヨ
ソ
・ロ
ツ
グ
の
私
有
確
論
〔
ご

第
+
四
巻

(第
六
號

=
二
〇
)

一
Q
五
二

て
の

ロ
ッ
ク
の
議

論

は
、
右

に
述

べ
陀

る
所

を
出

で

な

い
や
う

で
あ

る
。
現
代

の
私

有
財
産

が

か

凶
る
論
櫨

の
下

に
は
た
し
て
県
諷

し
得
ら

る

＼
も

の
な
り
や
は
甚

だ
疑

は
し

い
が
、
少

ぐ
ご
も
、
産

業
革
命
以
前

に
生
存

せ
し

ロ

ッ
ク
の
嘗
聴

に
於
て

は
、

ロ
ソ
ク
の
勢
勧
説
は
、

そ

の
十

分
な

る
意
味

に
於

て
卓
見

た
り
し
を
思

は
ざ

る
を
得

な

い
。
否

、

ロ
ソ

ク
死

し
て
既

に
二
百
年
を
繧
過

せ
る

今
日
ξ
錐
も
、
彼

ご
同

一
論
採

に
立

ち
、
而

も
彼

ε
宛
も
符

節

を
合
す

る
が
如

き
理
路

の
下
に
、
私

有
罹
を
是
認

せ
ん

ε
す

る
學
者

の
あ

る
に
於

て
、
彼

の
見

識

の
凡
な
ら

ざ

り

し
を
知

る

に
足

る
で
あ
ら
う
.、

然

し
な
が
ら
、

ロ
ッ
ク
の
私
有

椹
論

は

】
見

簡
明
他
奇

無

く
、
何
等
疑
問
を

鯨

さ
～
る
が
如

く

に
し

て
實

は
然

ら
す

、
寧

ろ
彼

の
私
有
権

論

に
關

嚇
す

る
凝
然

な
り

問
題
な

り
は
敢

て
少
く
な

い
ε
考

へ
る
の
で
あ

る
が
、、
そ

れ

等

の
問
題

に
就

い
て
は
、

こ
れ
を
吹
笛

に
於

て
究

明

す

る
で

あ
ら

う
。

冒

,


